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ヒロシマから半世紀 ;日本の平和利用の意味を考える

Half a Century sinco HIROSHIMA;
Thinking of the Meaning of Nuclear Peaceful Utilization in Japan

日本原子力産業会議 森   一 久
MORI,  Kazuhisa

今年 1995年 でヒロシマ・ナガサキから半世紀が経過した。またNPT(核 兵器
不拡散条約)の延長のあり方を決める重要な年でもある。さらに、物質 (元素)その

ものが変化し得るものであることが発見されてから100年ヽまたウランの核分裂で
大きなエネルギーを得る可能性が発見されて60年になる。初めて原子力 (核分裂)
で電力が発生したのが1951年 (米)である力ヽ 現在では世界の全発生電力 7%が
原子力という状況である。

人類が石油石炭の化石燃料には100万年もの利用経験を蓄積しているのに比ペ
従来のエネルギーとは本質的に全く新しい原理による原子力がわずか数十年の間にこ

れだけ大きな発展を果たしたことは、特筆に値することであろう。それには、超大国

が原水爆競争を背景に巨大な研究開発費を原子力部門に投入したことや石油供給の世

界的な危機が何度か浮上したことなどが大きな要因と言えるであろう。

もっと意外なことは、現在日本の原子力平和利用が「世界の牽引車」などと言われ

る状況を迎えたことであろう。世界の30カ国で423基の原子力発電所が運転され
ており、その発生エネルギーは最大産油国であるサウジアラビアの年間石油産出量を

若千上回るほどのものに対応しており、事実今日の石油需給が安定し続けていること

の最大の要因ともなっている。

しかしその中でも、日本が原子力発電の安全かつ安定な運転を続ける一方、プルト

ニウムを含む全面的な原子力開発利用に精力的継続的に取り組んでいることは、大き

な関心の的となっている。

このような努力を続けている曰本の関係者は、被爆体験もあって、安全性、放射線

に厳しい国民の眼の前で、四苦八苦を続けてきた力＼ 気が付いてみればあたりに人影

もまばらな風景。さて自が,さをどう引き締めていくかを三思しつつあると言えよう。

開発の歴史を振り返りながら、日本国民の原子力に対する複雑且つ曲折した思いの

現状を分析し、その背景と要因が奈辺にあるかを論じる。
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重
粒
子
線
が
ん
治
療
の
臨
床
結
果

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
は
二

十
四
日
、
昨
年
六
月
か
ら
開
始
し

た
三
名
の
頭
頚
部
が
ん
患
者
に
対

す
る
重
粒
子
線
が
ん
治
療
装
置

（
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
に
よ
る
が
ん
治

療
は
「治
療
経
過
は
良
好
で
あ
り
、

腫
瘍
は
順
調
に
縮
小
、
ま
た
は
ほ

と
ん
ど
消
滅
し
て
い
る
」
と
の
臨

床
試
行
結
果
を
発
表
し
た
。
評
価

結
果
が
重
粒
子
線
治
療
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議

（委
員
長

・
梅
垣
洋

一

郎
元
日
本
学
術
会
議
会
員
）
で
了

承
さ
れ
た
の
を
受
け
た
も
の
。

照
射
患
者
は
四
十
歳
代
の
男
性

（
小
唾
液
腺
が
ん
）
、
七
十
歳
代

の
男
性

（
副
鼻
腔
が
ん
）
、
六
十

歳
代
の
女
性
の
三
名
。
三
名
と
も

炭
素
１２
の
重
粒
子
線
を
使

っ
て

一

回
九
十
秒
×
十
八
回

（
週
三
同

×

六
週
間
）
の
照
射
治
療
が
行
わ
れ

た
。

放
医
研
で
は
治
療
の
結
果
、
患

者
の
腫
瘍
は
縮
小

。
消
滅
し
、
皮

膚
、
粘
膜
、
血
液
に
対
す
る
放
射

線
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
す
で
に
日
常
生
活
に
復
帰
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
を
使

っ
た
治
療

は
、
こ
れ
ま
で
二
十

一
名
行
わ
れ

て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
は
二
月
終

わ
り
か
ら
二
月
最
終
週
を
目
途
に

保
守
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
四

月
か
ら
試
験
運
転
と
並
行
し
て
、

本
格
治
療
を
開
始
す
る
予
定
。
新

年
度
か
ら
は
対
象
部
位
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
無
期
限
延
長
で

学
者
ら
が
反
対
意
見
書

伏
見
康
治

・
元
日
本
学
術
会
議

会
長
ら
が
組
織
す
る

「核
拡
散
間

題
研
究
会
」
は
二
十
二
日
、

「核

兵
器
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
の

無
期
限
延
長
は
現
在
の
核
兵
器
国

の
存
在
を
自
動
的
に
恒
久
化
さ
せ

る
」
こ
と
を
理
由
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の

無
期
限
延
長
に
反
対
す
る
と
の
意

見
書
を
取
り
ま
と
め
、公
表
し
た
。

同
研
究
会
は
伏
見
氏
を
始
め
、

服
部
学
立
大
名
誉
教
授
、
評
論
家

の
藤
島
宇
内
氏
ら
十
名
の
科
学
者

や
原
子
力
関
係
者
ら
で
組
織
。
核

兵
器
廃
絶
の
実
現
を
掲
げ

一
九
九

二
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
延
長
問
題
に

つ
い
て
議
論
し
て
き
た
も
の
。

意
見
書
は
核
兵
器
に
つ
い
て
の

基
本
的
態
度
と
し
て
①
核
兵
器
は

ヨ
糸
法
の
精
神
に
違
反
す
る
②
核

一ミ
姜
〓
〓
〓

，ヽレ一ラ三
二
、　
一×
一ス
各
う
〓
亥

抑
止
力
と
い
っ
た
考
え
方
を
認
め

な
い
③
核
兵
器
の
保
有
は
地
球
と

人
類
の
存
続
を
危
う
く
す
る
④
Ｎ

Ｐ
Ｔ
は
核
兵
器
拡
散
防
止
の
目
的

を
逆
に
阻
害
し
て
い
る
⑤
核
大
国

は
自
国
本
位
の
対
応
に
終
始
し
て

い
る
。
非
核
兵
器
国
は
保
有
国
の

特
権
の
放
棄
と
当
事
国
の
責
任
の

あ
る
共
同
措
置
を
求
め
る
べ
き
―

―
な
ど
の
項
目
を
指
摘
。
こ
う
し

た
認
識
に
基
づ
い
て
、

「核
の
な

い
世
界
」
を
目
指
す
た
め
に
は
、

「世
界
の
大
半
の
諸
国
が
合
意
で

き
る
国
際
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け

る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し
て
い

る
。具

体
的
な
対
応
策
と
し
て
、
Ｎ

Ｄ
Ｆ
二
Ｄ

‐
３
ま
Ｂ
Ｉ
Ｄ
矢
三
ま

記
旨

粂

記
非

５
太

記

氏
ら

ヒ
ロ
シ
マ
と
平
和
利
用

朝
子
効
森
原
産
専
務
が
講
演

日
本
原
子
力
学
会
の

「
一
九
九

五
年
春
の
年
会
」
が
二
十
八
日
、

東
京

。
目
黒
区
の
東
京
工
業
大
学

で
開
幕
し
た
。
三
十
日
ま
で
の
三

日
間
に
わ
た

っ
て
約
六
百
六
十
件

の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
。

初
日
、
森

一
久
日
本
原
子
力
産

業
会
議
専
務
理
事
は

「ヒ
ロ
シ
マ

か
ら
半
世
紀
―
日
本
の
平
和
利
用

の
意
味
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

招
待
講
演
。
原
子
力
利
用
の
歩
み

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
放
射
線

影
響
研
究
、
原
子
力
平
和
利
用
に

対
す
る
国
民
合
意
の
促
進
な
ど
に

つ
い
て
課
題
と
展
望
を
述
べ
た
。

講
演
の
な
か
で
同
氏
は
、
ヒ

ロ

従
来
の
頭
頚
部
が
ん
、
中
枢
神
経

系

（
脳
腫
瘍
）
、
肺
が
ん
に
加
え

て
、
子
宮
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
を
新
た
に
治
療
の
対
象

に
す
る
。

シ
マ
や
核
兵
器
の
問
題
の
背
後
に

は
、
ド
レ
ス
デ
ン
や
東
京
大
空
襲

と
と
も
に
、
大
衆
を
犠
牲
に
す
る

こ
と
を
恥
じ
な
い
、
道
徳
の
退
廃

が
基
本
に
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
同
氏
は
各
種
の
世
論
調

査
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
、

「原

子
力
が
必
要
と
思
う
人
が
、
ま
た

安
全
と
思
う
人
が
必
ず
し
も
原
子

力
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
」
な
ど
と
し
、
国
民
世
論
が

複
雑
な
構
造
を
持
つ
こ
と
を
述
べ

た
う
え
で
、
情
報
が
公
開
さ
れ
て

現
状
で
は
事
実
上
困
難
②
無
期
限

延
長
に
つ
い
て
は
非
核
兵
器
国
の

協
力
で
否
決
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
③
Ｎ
Ｐ
Ｔ
延
長
の
期
限
は

一
期

五
年
あ
る
い
は
二
期
十
年
を
差
し

当
た
り
選
択
し
、
各
項
目
に
つ
い

て
期
限
を
限

っ
て
交
渉

・
合
意
に

努
め
る
べ
き
―
―
と
し
て
い
る
。

各
項
目
で
指
摘
し
て
い
る
意
見

と
し
て
は
①
国
連
軍
縮
委
員
会
で

審
議
中
の
包
括
的
核
実
験
禁
止
条

約

（
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
）
は
核
兵
器
国
の

特
権
を
否
認
す
る
立
場
で
早
期
の

合
意
と
調
印
を
求
め
る
②

「核
兵

器
国
に
対
す
る
核
に
よ
る
脅
迫
あ

る
い
は
使
用
の
禁
止
」
の
合
意
を

核
兵
器
国
に
求
め
る
③
核
兵
器
の

先
制
使
用
の
禁
上
を
求
め
る
④
核

兵
器
国
に
軍
事
余
剰
核
物
質
の
国

際
査
察

・
管
理
機
構
の
早
期
確
立

を
求
め
る
⑤
核
物
質
の
国
連

へ
の

登
録
制
度
を
設
定
し
、
国
際
統
計

を
確
立
す
る
⑥
水
爆
用
の
核
融
合

″
菫
一一、〓

き
ぅ
、
一ｉ
一言
三
亥
■
ま

＞ヽ

“』度いっ諫翡た」賓̈
時引一いわ醸躍）

検
査
官
４５
名
に

再
処
理
工
場
建
設
の
，

科
学
技
術
庁
に
設
置
さ
れ
て
い

る

「原
子
力
施
設
検
査
官
」
を
現

生
産
禁
上
を
求
め
る
⑦
第
二
次
戦

略
核
兵
器
削
減
条
約

（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｔ
１
２
）
の
批
准
を
急
ぐ
③
非
核

兵
器
国
の
自
発
性
に
よ
る
非
核
地

帯
設
定
の
交
渉
を
進
め
る
―
―
な

ど
を
掲
げ
、
こ
う
し
た
交
渉
を
推

進
し
な
が
ら

「⑨
Ｎ
Ｐ
Ｔ
を
核
兵

器
全
面
禁
止
条
約
に
変
え
る
交
渉

を
始
め
、
そ
の
実
施
体
制
の
整
備

を
目
指
す
」
べ
き
と
主
張
し
て
い

る
。な

お
、
同
研
究
会
で
は
今
回
の

見
解
に
つ
い
て
の
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト

を
四
月
に
刊
行
す
る
と
と
も
に
、

四
月
八
日
午
後

一
時

三
十
分
か

ら
、
説
明
会

「
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
」

を
東
京

・
芝
青
年
会
館
で
開
催
す

る
。参

加
費

（ブ

ッ
ク
レ

ッ
ト
代
合

む
）
は
千
円
。
問
い
合
わ
せ
は
核

拡
散
問
題
研
究
会
事
務
局

（
電
話

０
３
１
３
５
０
３
１
５
８
４
４
、

リ
ン
ク
ス

・
リ
セ
ウ
ム
気
付
）
ま

行
の
二
十
一

増
員
す
る
キ

法
の
政
令
計

閣
議
で
了
最

も
公
布
、
協

検
査
官
け

前
検
査
、
帝

行
う
も
の
「

森
県
の
六
ヶ

設
の
本
格
ル

が
増
大
し
て

ま
え
た
も
め

電

力

一

一

・

一

＾

日
本
電
力

八
日
、
平
成

需
要
想
定
率

平
成
十
六

要
を
想
定
―，

総
需
要
を
生

る
と
し
、
立

十
七
億
Ｋ
ｗ
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